
ホッケーで、世界有数の強さを誇るオーストラ
リア。歴史や栄光を見ていきながら、その強さ
を探ってみよう。

オーストラリアのホッケー

西オーストラリア州が世界に誇る人気スポーツ　ホッケー   パースに来る！U-15日本代表を応援しに行こう！

始まり オーストラリアはこんなに強いんだ！代表選手

たちはパースで練習しているよ。19 世紀後半に、イギリスの海軍からホッケーはオーストラリ
アに伝えられた。その後、ホッケーは国内の各州・地域に広

がり、1925年には全豪ホッケー協会が設立、同年に国際ホッ
ケー連盟に加盟した頃には全豪で 54 ものクラブが活動して
おり、当時既にホッケーは人気スポーツになっていた。そし

て 1984 年、オーストラリア・スポーツ研究所（Australian 
Institute of  Sports：AIS）のホッケー部門がパースで開設
され、それは同研究所で初めて首都キャンベラ以外にできた

スポーツ部門となった。現在、AIS ホッケー部門はパースを
オーストラリアのホッケーの本拠地として、各州・地域から

オーストラリア代表となる選手を集めて育成し、代表選手の

トレーニングなどを行っている。性別、年齢を問わないホッ

ケーの選手数は、全豪で約 13 万 8 千人にものぼる。※競技人口
は The 2006 National Hockey Censusより。各州・地域協会に登録してある選手

のみ。

オーストラリア代表の栄光
オーストラリア代表の男子チームは、通称「The Kookaburras」、
女子チームは「The Hockeyroos」と呼ばれている。男女ともに、
主な国際試合で輝かしい結果を残している。

有名・注目選手紹介
パースにある AISホッケー部門に所属する現役オーストラリア男子代表の中から、人気・
実力ともに世界レベルの 3選手を紹介します。

2000年シドニー・オリンピック　銅メダル
2002年コモンウェルスゲームズ・マンチェスター大会　金メダル
2002年ワールドカップ・クアラルンプール大会　銀メダル
2004年アテネ・オリンピック　金メダル
2006年コモンウェルスゲームズ・メルボルン大会　金メダル
2006年ワールドカップ・ドイツ大会　銀メダル

世界ランキング1位（2007年 9月 18日現在）

男子代表（2000年以降）

女子代表（2000年以降）

2000年シドニー・オリンピック　金メダル
2001年ジュニア・ワールドカップ・ブエノスアイレス大会　銅メダル
2002年コモンウェルスゲームズ・マンチェスター大会　銅メダル
2006年コモンウェルスゲームズ・メルボルン大会　金メダル
2006年ワールドカップ・スペイン大会　銀メダル

世界ランキング4位（2007年 9月 18日現在）

Robert Hammond
ロバート・ハモンド

Q：得意なプレーは？
A：フォワードとディフェンダーへのパスの供給です。
Q：ホッケーの魅力は？
A：世界の強豪と戦えること、最高のチームメートと
世界中を旅できて、たくさんの違う文化を知るこ

とができることです。

Q：観戦のヒントは？
A：最初はルールが難しいけど、注意して観ていれば
すぐに分かります。展開の速さも感じてほしいで

すね。

Luke Doerner
ルーク・ドーナー

Q：ホッケーを始めたのはいつ？
A：友達がやっているのを観ていて、13歳の時に実際に
プレーすることを決めました。

Q：一番心に残っている瞬間は？
A：昨年、地元メルボルンで開催されたコモンウェルス
ゲームズで金メダルを取れたことです。

Q：今の目標は？
A：もちろん、北京オリンピックで金メダルを勝ち取る
ことです。

Liam De Young
リアム・デ・ヤング

Q：ホッケーを始めたのはいつ？
A：7歳の時に学校の体育の授業でやってからです。
Q：ホッケーの魅力は？
A：チームメートとの友情と、試合から得られる楽し
さです。

Q：観戦のヒントは？
A：選手 1人 1人の技術と、選手たちのホッケーへの
情熱を感じることです。

生年月日：1981年 5月 6日
ポジション：ミッドフィルダー

代表出場数：122試合
代表ゴール数：12得点
※現オーストラリア男子代表キャプテン

生年月日：1979年 8月 23日
ポジション：ディフェンダー

代表出場数：66試合
代表ゴール数：39得点

生年月日：1981年 12月 10日
ポジション：ディフェンダー

代表出場数：159試合
代表ゴール数：21得点

Rob選手に一問一答！ Luke選手に一問一答！ Liam選手に一問一答！Photo Courtesy of Gryphon

Information Courtesy of Hockey Australia

Photo Courtesy of Gryphon

パースエクスプレス　2007年 11月号（Vol.118）

© THE PERTH EXPRESS


